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千葉市緑化推進協議会　会長　満冨 五夫　

　会員の皆さまには、当協議会の運営および活動にご協力いただき有り難く厚く御礼申し上げます。
当協議会は、緑豊かなまちづくりを推進することを目的として、約42年前1978年(昭和53)年に設立、
2016年（平成28年）５月より自主運営となり満５年になります。
　今年度はコロナ禍で活動に制約がありましたが、初めての試みとして会員間訪問ツアーの開催や
情報発信を増やすなどの工夫をして参りました。時代にあった居心地のよい環境づくりのための、
活動を通して、あらたな仲間も増えるようご協力をお願い致します。

１．樹木診断会／園芸診断会（随時） 誌面 3頁目に掲載　

　　専門家に会員地区を訪問していただき、直接指導アドバイスを受けられました。
　　今年度は、「稲毛海岸三丁目団地」「八千代台パークハイツ」および「稲毛スカイタウン」
　　での樹木診断会を実施しました。

２．会員間訪問ツアー／視察研修会 誌面 2頁目に掲載　

　　緑化意識の高揚と会員相互交流の為、例年はバスでの視察研修会を実施していますが、
　　今年度は、希望会員で会員先を訪問し活動内容や課題などを伺い情報交換をしました。
　　好評でしたので、今後も協力会員を募り継続したいと思います。

３．園芸講習会（年１回） 誌面 3頁目に掲載　

　　今年度は平成２年10月に「バスケットを使った寄せ植え」の講習会を三陽メディアフラワー
　　ミュージアムにて千葉市地域リーダーの会に講師をお願いし開催しました。

４．緑化推進に関する講演会（年１回） 誌面 4頁目に掲載　

　　緑と花のあふれる街づくり推進の為、造園家・樹木医・ネイチャーガイドと幅広く活躍されて
　　いる佐々木知幸氏をお招きし「雑草を活かしたガーデニング」というテーマで開催しました。

５．総会／理事会
　　第43回通常総会は昨年５月に書面開催、理事会は年間11回開催し当協議会の運営をして
　　参りました。

６．その他
　　情報発信として千葉市のHPへの掲載やFacebookへの投稿の他、外来種や害虫に関する
　　注意喚起のチラシも作成し配布しております。

　 　 　 　

時代にあった運営と活動で緑豊かな街づくりに貢献

令和２年度の事業紹介（当協議会の動き）

 2021.03.03

http://www.ac.cyberhome.ne.jp/~mitutomi/PUB_DOC/FursatonoMidori/TouNezumimoti_L.pdf
http://www.ac.cyberhome.ne.jp/~mitutomi/PUB_DOC/FursatonoMidori/KujyoNH.pdf
http://www.ac.cyberhome.ne.jp/~mitutomi/PUB_DOC/Temp/Green/AmericaOniAzami-Leaf.pdf
http://www.ac.cyberhome.ne.jp/~mitutomi/PUB_DOC/Temp/Green/KasinokigakikuiMusi.pdf
https://www.city.chiba.jp/toshi/koenryokuchi/ryokusei/midoritohana/ryokkasuishinnkyougikai.html
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磯辺東住宅管理組合　　荒井 雄二　

　私どものマンション磯辺東住宅は、築42年を迎えようとしています。　今回訪問させていただいた
稲毛海岸三丁目団地様より、10年程新しいですが、やはり老朽化が進んでいます。 １０２世帯３棟
からなっており、植栽は委託業者にて管理しており費用は年間１６０万円程です。

　しかしながら植栽管理は、完璧とは言えない状態です。管理費もひっ迫しているため、これ以上増

やすことができないと思われます。稲毛海岸三丁目さんは自主管理組織も有り、大変充実している
様です。私達も「ゆりの会」と言う花の会が有り、会員は11名でマンションの周りと、敷地内の花壇を
管理してます。花は、千葉市から頂いた苗、ホームセンターなどで購入した苗、有志から頂いた苗、
種からの苗も栽培しています。種から作るとホームセンターにはない花が出来、やりがいも増しま
す。植栽は自主管理が無く、有志の方が見かねて芝刈りをしたり、植木にハサミを入れる程度です。
　自主管理の組織が出来ると良いと思います。植栽に興味がある人もいる様なので先ずは人集め
からです。募集してもなかなか難しい様で、口コミから始めるのが良いと聞きました。自主管理の部
分も出来れば、植栽の管理費の削減になり、コミュニケーションの輪も広がると思います。
　当マンションでは、駐車場の空きが出始め、その活用とし、訪問ツアーで見た不織布プランター
を利用して、貸し出し菜園が出来たら、未使用地の有効利用にもなり、使用料も入るのではと思い
ますが、果たして利用する人がいるか？　低価格、小規模から初めてはと思います。
　現在切り花やドライフラワーなどにしてシェアを試みています。まだ数は少ないですが、住民が花
や植栽に興味を持ち、人の輪が広がればよいと思います。
　今回の会員訪問ツアーで、色々な管理方法を見させて
いただき、私達のマンションにも参考になる事が多くあり
ました。これからもこの様な企画が続く事を希望致します。
ありがとうございました。

参加された皆さんと情報交換

　（14本の桜は強剪定して再生をはかっているとのこと） 会員間相互の情報交換と交流を深めることを
目的として、植栽環境とその管理について抱え
る問題などをテーマに、団地内を案内していた
だき、意見交換しました。
居住者で「植栽会」と「花壇の会」を組織し業者
への委託だけに頼らずに自主活動もしており、
植栽管理費の負担約１万円／戸とのこと。
（海浜地区12団体の平均は1万6千円／戸）

　　　↑

　　　　（松は当初700 本あったが現在194 本にし庭園の松として管理） ＜HP掲載の会員間訪問ツアー報告＞

会員間訪問ツアーに参加して　　稲毛海岸三丁目団地

https://www.city.chiba.jp/toshi/koenryokuchi/ryokusei/midoritohana/documents/021209inagekaigan3homon.pdf
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おゆみ野みずき・かづら街自治会

中川　憲子　

　 コロナ禍の影響で外出の楽しみが減っていく中、園芸講習会は消毒、検温、マスク着用の実施で
開催されました。
　当日はビオラ、パンジー、ミニ葉ぼたん、つる系や土を覆うセダム等の材料と寄せ植え用に調整さ
れた土が準備され作業を開始。　材料全体の彩りはやや控えめな印象ながらも小振りのバスケット

に似合うよう幾つかの注意点を教わりながら各自思い思いのデザインでコンパクトに植え込んでい

きました。蕾を多くつけるには花がらを速やかに且つ茎から取り除くのがコツという手入れのアドバ
イスも心に留めて寄せ植えは完成。午前、午後のひと時は和やか
な雰囲気で過ぎたように感じました。
　主催者側の一人として後始末を終え、良い一日だったと軽い足
取りで帰宅して気が付いたのです。苦心の作品がないことに。
　結局、教室の片隅に置き去りにしてきたことを思い出し、休館日
を挟んだ２日後に手にすることができました。　家と会場をムダに
２往復し持ち帰った私の作品は今、元気に花を咲かせています。
<HP掲載の園芸講習会報告>←クリック

八千代台パークハイツ管理組合
理事長　中野　拓夫　

　一昨年の秋の台風で倒木があり、樹木診断会にて危険木の伐採などについてアドバイスを受け、
伐採や強剪定を業者に依頼しました。その後の状況確認や長く伸びすぎる枝の対応など、今後の
管理についてアドバイスを得るために大矢先生に再度樹木診断をしていただきました。
　当管理組合でも植栽委員会を立ち上げ、今回はそのメンバーも参加して植栽管理について意見
交換なども行いました。また千葉テレビの取材があり診断当日（令和２年12月５日）の夕方18時の
ニュースで放送されました。
<HP掲載の樹木診断会報告>←クリック

『バスケットを使った寄せ植え』講習会に参加して

樹木診断会「台風被害樹木の状況は？」

https://www.city.chiba.jp/toshi/koenryokuchi/ryokusei/midoritohana/documents/201205r02-yatiyodaizyumokusinndann.pdf
https://www.city.chiba.jp/toshi/koenryokuchi/ryokusei/midoritohana/documents/r02enngeikousyuu.pdf
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　令和３年２月６日(土)に「雑草を活かしたガーデニング」（都市部の自然を守る、生物多様性の大切さ）

というテーマで、講演会を開催しました。 <HP掲載講演会報告>←クリック

　講師に、千葉大学園芸学部にて植物生態学を学ばれ、造園家・樹木医・ネイチャーガイドと幅広く
活躍しておられる佐々木知幸氏をお迎えし雑草とガーデニングについて解説していただきました。

　自然の遷移として地面に草が生え、森へ移り変わる

こと、人為的な草刈りなどは自然の遷移に対する攪乱
であることを理解し「ずぼらガーデニング」ができるよう
に雑草も上手く活用することで、生物多様性を確保す
る重要な役割を果たすというお話を伺いました。
　なお、講師が事務局として活動を支えておられる
「園生の森を育てる会」が千葉市都市文化賞2020の
【景観まちづくり部門】の優秀賞を受賞したと、主催者
より報告がありました。

千葉中央フラワーマンション自治会　阿部 美恵子　

　千葉中央フラワーマンションは平成６年に竣工した５５世帯のこじんまりとしたマンションです。
令和元年(2019年)７月に園芸診断を受け、空き地の雑草対策などについて専門家のアドバイスを受
け防草シート（水は通すが光は入らない）を敷き詰め効果を発揮しています。

　また、仲間を募りエントランスの花壇の整備や垣根や花の咲かなかったキンモクセイにも施肥など
の手入れをしたところ花が咲くようになりました。

→

緑と花に関する相談は、以下の施設で専門家の相談員に直接相談できます。
　・千葉市都市緑化植物園　みどりの相談所  TEL.043-264-9559 Email：ryokka-2@cue-net.or.jp
　・三陽メディアフラワーミュージアム みどりの相談コーナー TEL 043-277-8776 Email:hanabi-sodan@worldparkjp.com
　・千葉県立青葉の森公園 緑の相談所  TEL.043-208-1510 ※相談日時は直接問合せください。

新 規 会 員 募 集 ！！

千葉市内の緑豊かなまちづくりに参加しませんか。皆さんのご入会をお待ちしております。

☆会員資格　市内の自治会、町内会、マンション管理組合、個人　

☆会費（年）は１団体の戸数により定めています。

　　①199戸以下 3,000円 　　　　②200～299戸   5,000円

　　③300～499戸 8,000円 　　　　④500戸以上 15,000円

　　⑤個人会員 1,000円 　　　　⑥賛助会員   1,000円／１口

・個人会員は、市民どなたでも会員になれます。ご自身が所属する自治会、管理組合等が

　会員になっていても個人会員になれ、当協議会からの案内が直接届くようになります。

・賛助会員は、企業、団体、個人等で当協議会を応援していただける方々です。

☆問合せ／入会申込先　千葉市緑化推進協議会事務局「みつとみ」

　　TEL.090-6517-8555　　FAX.043-253-3815

Email：c.ryokkasuisin@gmail.com ホームページ 千葉市緑化推進協議会　　　検索

令和２年度緑化推進に関する講演会

園芸診断会でアドバイスを受けた後の状況報告

https://www.city.chiba.jp/toshi/koenryokuchi/ryokusei/midoritohana/documents/r30206kouennkai_1.pdf
https://www.city.chiba.jp/toshi/koenryokuchi/ryokusei/midoritohana/ryokkasuishinnkyougikai.html

